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１．はじめに 

 

橋梁の設計，施工，維持管理までの全体事業の効率

化・高度化には，設計段階で作成した構造物の図面等

のデータを施工・維持管理段階へ流通することが有効

である．これまでにも，３次元モデルを取り入れたデ

ータにおいて，「設計ミスの防止」，「工程上の安全

性向上」，「維持管理性の向上」の観点より３次元デ

ータの利活用について検討が進められている．1) 

本稿においては，３次元モデルを取り入れたデータ

流通イメージについて整理し，さらに維持管理への具

体的流通方策として，監視基準点の設定およびその視

覚化について提案する． 

 

２．橋梁事業におけるデータ流通について 

 

橋梁事業で作成された２次元図面等のデータは，設

計→施工→維持管理へと引き継がれるが，設計・施工

から引き継がれたデータは，そのデータの数が多く煩

雑であるなどの理由から，維持管理段階において効率

的に活用されていると言い切れないところがある．例

えば，設計や施工で作成された図面等のデータは，維

持管理へと引き継がれてはいるが，維持管理時には，

それらの図面とは別に，維持管理用の図面や橋梁台帳

などを作成し，それぞれ別のファイルとして整備し管

理しているのが現状である． 
このような現状に対して，データを１つに統合する

ことができると，各種データの一元管理が可能となる． 

さらに，そのデータに施工情報などの維持管理情報を

追加することで，設計，施工の情報と維持管理の情報

を横並びに管理することが可能となり，維持管理段階

等での効率性が大きく向上できる． 
今回の検討では一元管理データにおいて 3 次元モデ

ル図面を活用することで，さらなる利便性の向上を提

案した．橋梁の全体構造を示す３次元図面を設計段階

で作成し各種情報の位置図として使用することにより，

設計や施工，維持管理段階の各種情報が即座に参照す

ることができると考えている．２次元図面の場合１つ

の橋梁を表すために平面図・側面図・横断図等が別々

の図面として必要になるのに対し３次元図面は１つの

図面で表現できるため，各種データをその図にリンク

することで維持管理上必要な情報が一元管理された状

態で確実に流通できると考えている．(図－１) 
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図－１ 橋梁事業におけるデータ流通のイメージ 

従来のデータ流通イメージ 
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３次元モデル活用による橋梁事業の効率化に関する検討 （43） 
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図－２ 監視基準点設置位置および設置状況例 
図－３ スケルトンモデルによる監視基準点の視覚化 

３．監視基準点の設定および視覚化の提案 

 

前章に示したとおり，３次元モデルを活用してデー

タを一元管理することで，設計→施工→維持管理へと

データの流通を効率化できる可能性が考えられる． 

以下において，維持管理における変形観測でのさら

なる利活用を目的として，監視基準点の設置と，３次

元モデルを活用したその活用提案事例について示す． 

（１）監視基準点の概要 

監視基準点とは，地震などの災害が発生した場合に

早期に構造物の被災や損傷状況を把握することを目的

として，構造物に設置する基準点（座標値データ）と

定義したものであり，施工時に監視基準点を構造物に

設置してその点の座標値データを維持管理へと引き継

ぐものである．監視基準点を，施工から維持管理へと

引き継ぎ，災害発生時に，監視基準点の座標値の変化

を確認することで，竣工時からの橋梁の変位等を容易

に把握することが可能となる． 

なお，この監視基準点は，橋梁全体の変位，傾斜，

ねじれ等の状況を把握，管理できること，災害時に測

量可能な位置に設定することに注意が必要である．(図

－２) 

（２）監視基準点の視覚化の提案 

設定した監視基準点は座標値データとして管理され

るが，座標値を見比べるだけでは構造物の変位の把握

は困難である．そこで，監視基準点同士を線で結びか

つ構造物の骨格を示す３次元モデルを作成し，監視基

準点を視覚化することで，構造物全体の変位，ねじれ

等を簡単にとらえることができる「スケルトンモデル」

を提案した．(図－３) 

実構造形状を見た目と同様な面として表現する通常

の３次元モデルにより変形を管理しようとすると，監

視基準点が多数必要でありかつ変形の把握が困難とな

る． 

このように，３次元モデルを活用することで，監視

基準点の座標値データの流通も容易となり，かつ監視 

基準点を視覚化することにより橋梁の変位，傾斜，ね

じれ等を把握することができ，維持管理において非常

に有益な情報となる． 

（３）監視基準点の利活用 

監視基準点は橋梁の変位を把握することに着目して

設けられた基準点であるが，点検時におけるひび割れ

等の損傷位置や，改良工事における位置座標の基準と

しても活用できると考えられる． 

将来的には，監視基準点に IC タグを設置することで，

現場ですぐに場所，座標を確認し，点検データをその

場で入力するような点検手法も考えられ，点検・維持

管理作業，点検データの管理がさらなる効率化ができ

ると期待される． 

監視基準点の利活用をさらに模索することで，維持

管理の効率化を図ることが必要である． 

 

４．おわりに 

 

本稿ではデータの統合や監視基準点への３次元スケ

ルトンモデル導入による橋梁事業の効率化について示

した． 

３次元モデル作成においてはソフトウエアの導入や

モデル作成技術者の養成等課題があるが，それについ

ても費用対効果を検討し効果を確認している．３次元

モデル作成・活用について前向きな取り組みが望まれ

ており，今後さらなる３次元モデル活用へのインセン

ティブ向上への仕組み作りが重要であると考えられる．

データの流通の研究を進めることで例えば，橋梁事業

へのＣＩＭ導入等への発展性も考えられ，更なる効率

化・高品質化へ向け研究を進めたい． 
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